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図
書
館
員
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

実
務
の
疑
問
点
な
ど
を
、
市
町
村
の
枠

を
越
え
て
話
し
合
う
＾
図
書
館
員
の
人
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
＞
を
つ
く
る
と
い
い
の
で

は
な
い
か
、
と
思
い
つ
く
。
そ
れ
は
ま
ず
、

児
童
奉
仕
、
参
考
業
務
な
ど
テ
ー
マ
を
分

け
る
。
各
館
の
規
模
、
サ
ー
ビ
ス
の
状
況

を
考
慮
し
、
十
人
以
内
の
グ
ル
ー
プ
を
作

成
。
場
所
は
軽
音
楽
の
流
れ
る
喫
茶
店
な

ど
。
ケ
ー
キ
セ
ッ
ト
付
き
が
望
ま
し
い
。

個
々
の
疑
問
点
や
悩
み
、
本
音
や
あ
る
べ

き
方
向
を
話
し
合
う
。
そ
の
道
の
ペ
テ
ラ

ソ
や
講
師
に
入
っ
て
も
ら
う
の
も
い
い
。

こ
ん
な
自
主
運
営
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会

は
ど
う
だ
ろ
う
か
と
、
考
え
る
。

が
、
い
つ
も
の

一
人
よ
が
り
が
心
配
さ

れ
る
の
で
、
女
性
司
書
三
人
に
「
こ
ん
な

会
は
ど
う
？
。
あ
っ
た
ら
ど
ん
な
こ
と
を

聞
い
て
み
た
い
？
。
」
と
尋
ね
る
。
す
る

と
「
児
童
書
の
選
書
の
方
法
に
つ
い
て
。

子
ど
も
が
喜
ぶ
本
と
、
図
書
館
が
奨
め
た

い
本
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
、
ど
う
し
て
い
く

の
が
い
い
ん
で
し
ょ
う
？
。
」

「
レ
フ
ァ
レ
ソ
ス
の
ト
ゥ
ー
ル
は
、
ど

の
様
な
も
の
ま
で
揃
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

か
。
ア
。
フ
ロ
ー
チ
の
方
法
は
？
。
」

「
郷
土
資
料
の
収
集
は
ど
の
様
に
？
。
」

な
ど
次
々
、
他
に
も
沢
山
出
て
く
る
。

府
南
部
に
は
情
報
交
換
の
場
が
あ
る
、

と
聞
き
、
電
話
で
尋
ね
て
み
る
。
正
式
名

称
は
、
京
都
府
南
部
図
書
館
等
連
絡
協
議

今
呵
現
在
十
二
市
町
、
十
四
館
が
加
盟
し
、

研
修
会
や
先
進
館
の
見
学
な
ど
、
年
三
回

程
度
の
活
発
な
活
動
が
続
い
て
い
る
。
加

盟
の
数
館
に
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
を
聞
く
。

「
研
修
機
会
が
増
え
る
。
」

「
一
番
い
い
の
は
、
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
が
で
き
る
こ
と
。
」

「
館
内
で
何
か
問
題
が
起
こ
っ
た
ら
、

規
模
な
ど
の
似
た
館
に
、
ど
う
し
て
い
る

か
尋
ね
ま
す
よ
」
と
、
あ
る
館
長
。

「
こ
ん
な
こ
と
聞
い
て
ど
う
か
な
、
と

思
う
こ
と
で
も
、
最
近
聞
い
て
い
ま
す
」

と
別
の
館
員
。

一
市
町
二
千
円
の
分
担
金

で
、
う
ら
や
ま
し
い
限
り
だ
。
特
に
私
の

耳
に
残
っ
た
の
は
事
務
局
の

一
言。

「
年
度
初
め
に
総
会
を
や
り
ま
す
が
、

総
会
は
欠
席
、
夜
の
懇
親
会
だ
け
出
席
、

と
い
う
人
も
多
い
で
す
よ
。
」

日
中
の
開
館
時
に
、
多
く
は
抜
け
ら
れ

な
い
か
ら
だ
ろ
う
。
中
に
は
、
た
だ
単
に

「
お
酒
が
好
き
」
と
い
う
人
も
混
ざ
っ
て

い
る
か
も
し
れ
な
い
。
が
、
そ
れ
ら
を
差

し
引
い
て
も
、
人
と
人
と
の
情
報
交
換
の

場
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
、
う
か
が

舞
鶴
市
立
西
図
書
館
長

谷

慎

一

郎

え
る
。そ

こ
で
＾
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会
＞
の
メ

リ
ッ
ト
を
思
い
つ
く
ま
ま
に
挙
げ
る
と
、

①
人
を
通
じ
て
、
生
き
た
、
求
め
て
い
る

情
報
を
多
量
に
得
ら
れ
る
。
こ
れ
は
自
館

の
サ
ー
ビ
ス
充
実
の
基
礎
資
料
に
な
る
。

②
日
々
の
実
務
か
ら
生
じ
る
問
題
点
に
つ

い
て
「
明
日
か
ら
、
実
際
ど
う
す
る
か
」

を
考
え
、
動
き
出
す
契
機
に
な
る
。

③
理
解
し
合
い
、
相
談
で
き
る
人
の
輪
は
、

個
々
の
大
き
な
励
み
に
な
る
。

④
人
生
の
良
き
伴
侶
が
見
つ
か
る
？

図
書
館
業
務
（
サ
ー
ビ
ス
）
は
、
自
治

体
の
事
務
の
な
か
で
も
、
細
か
い
制
約
が

少
な
く
、
館
や
担
当
者
の
裁
量
に
多
く
を

ま
か
さ
れ
て
い
る
事
務
で
あ
る
と
思
う
。

税
務
、
広
報
、
農
林
、
そ
し
て
昨
年
四
月

に
図
書
館
に
異
動
し
、
こ
う
感
じ
る
。
そ

れ
故
、
担
当
者
の
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
意

識
と
力
量
が
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
と
量
を
決

め
る
、
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ

う
。
そ
の
意
識
を
揺
り
動
か
し
、
力
量
を

向
上
さ
せ
る
に
は
、
他
館
と
の
接
触
が
重

要
だ
と
思
う
。
も
ち
ろ
ん
、
交
換
す
る
情

報
の
質
を
支
え
る
の
は
、
個
々
の
研
鑽
で

あ
ろ
う
。
図
書
館
一
年
目
の
私
は
、
ま
ず

何
よ
り
も
読
書
、
と
判
っ
て
い
る
が
…
…
。

あ
る
時
、
見
学
に
訪
れ
た
小
学
三
年
生

の
女
の
子
に
質
問
を
受
け
た
。

「
館
長
さ
ん
は
、
一
か
月
に
何
冊
、
本

を
読
ま
れ
る
の
で
す
か
？
。
」

彼
女
の
澄
ん
だ
目
を
忘
れ
ず
に
い
た
い
。
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第
二
回
京
都
図
書
館
大
会

ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
時
代
に
お
け
る
図
書
館
サ
ー
ピ
ス
ー
ー

第
二
回
京
都
図
書
館
大
会
が
、
十
二
月

三
日
京
都
府
立
総
合
資
料
館
で
、
九
十
名

が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

（

基

調

提

案

／

同
志
社
大
学
教
授

大

城

善

盛

氏

図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
は
、
『
A
L

A
情
報
学
事
典
』
の
定
義
で
は
、
「
コ
ソ

ピ
ュ
ー
タ
と
ス
タ
ッ
フ
が
必
要
」
で
、
我

国
で
は
学
術
情
報
セ
ソ
タ
ー
の
目
録
作
成

ゃ、

I
L
L
の
シ
ス
テ
ム
が
そ
れ
に
あ
た

る
。
学
術
情
報
を
必
要
と
す
る
者
に
は
大

切
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
貸
出
、
レ
ア
レ

ソ
ス
分
担
収
集
等
を
考
慮
し
た
、
総
合
資

料
館
を
含
む
、
京
都
学
術
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
必
要
で
あ
る
。

大
学
生
の
図
書
館
利
用
教
育
（
情
報
処

理
能
力
）
の
欠
如
が
指
摘
で
き
る
。
学
校

図
書
館
は
、
図
書
館
利
用
能
力
を
身
に
付

け
る
最
初
の
ス
タ
ー
ト
機
関
で
あ
り
、
図

書
館
サ
ー
ピ
ス
の
原
点
で
あ
る
。
学
校
図

書
館
の
改
善
な
く
し
て
全
図
書
館
の
進
歩

は
な
い
。
公
立
図
書
館
の
学
校
へ
の

P
R

や
資
料
提
供
等
の
働
き
掛
け
が
大
切
で
あ

る
。
館
種
を
越
え
た
図
書
館
サ
ー
ピ
ス
・

相
互
協
力
は
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に

も
、
京
都
図
書
館
協
会
・
協
議
会
の
設
立

を
提
案
し
た
い
。

（
田
辺
町
立
中
央
図
書
館

／

田

n
政

広

氏

相
互
協
力
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
と

思
う
が
、
公
共
図
書
館
は
、
特
に
資
料
の

相
互
貸
借
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

昨
年
か
ら
府
立
総
合
資
料
館
も
相
互
貸

借
制
度
に
参
加
さ
れ
、
市
町
村
の
住
民
へ

の
資
料
提
供
に
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
る
。

府
立
図
書
館
の
市
町
村
へ
の
協
力
貸
出

は
、
連
絡
車
の
運
行
と
も
相
ま
っ
て
年
々

増
加
、
平
成
四
年
は
九
、
五
八
六
冊
（
全

国
六
位
、
日
図
協
調
在
）
、
府
立
へ
の
リ

ク
エ
ス
ト
の
増
加
は
、
市
町
村
の
資
料
提

供
が
活
発
な
証
拠
で
あ
る
。

田
辺
町
は
、
同
志
社
大
学
と
の
レ
フ
ァ

レ
ソ
ス
等
の
協
力
。
（
大
学
で
の
館
内
閲

覧
は
従
来
実
施
）
、
資
料
提
供
に
時
間
が

か
か
る
事
、
府
立
二
館
の
目
録
の
デ
ー
タ

ペ
ー
ス
化
が
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

(
立
命
館
大
学
図
書
館
／

松

原

修

氏

学
術
情
報
セ
ソ
タ
ー
の

N
A
C
S
I
s
.

I
L
L
サ
ー
ピ
ス
の
開
始
に
よ
り
、

N
A

C
S
I
S
に
参
加
の
全
国
の
大
学
図
書
館

等
で
相
互
協
力
業
務
を
行
っ
て
い
る
。
こ

の
シ
ス
テ
ム
は
、
申
し
込
み
を
オ
ソ
ラ
イ

ソ
で
行
う
た
め
ス
ピ
ー
デ
ィ
で
、
依
頼
し

た
文
献
が
受
付
館
で
ど
ん
な
状
態
に
あ
る

の
か
即
時
に
画
面
で
判
る
の
が
特
徴
。

関
西
四
大
学
相
互
利
用
協
定
に
参
加
し

図
書
館
利
用
、
文
献
貸
借
等
を
実
施
。

立
命
館
大
学
で
は
、

一
般
市
民
は
二
十

三
歳
以
上
、
年
登
録
料
三
千
円
の

一
般
公

開
を
今
年
か
ら
始
め
た
。

大
学
は
社
会
的
な
存
在
で
あ
り
、
公
共

図
書
館
等
で
は
フ
ォ
ロ
ー
で
き
な
い
領
域

を
中
心
に
、
或
る
程
度
カ
バ
ー
す
る
の
は

時
代
の
趨
勢
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。

（
京
都
府
学
校
図
書
館
協
議
会
事
務
局
／

田
中
登
茂
子
氏

図
書
委
員
交
流
会
は
、

一
九
八
五
年
か

ら
実
施
し
て
お
り
、
図
書
担
当
の
教
師
と

生
徒
会
活
動
の
中
の
図
書
委
員
長
等
一
校

三
名
で
、
自
校
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
合

う
一
年
に

一
回
の
会
で
あ
る
。
今
年
は
、

図
書
館
利
用
の
仕
方
の
ピ
デ
オ
を
作
成
。

学
校
図
書
館
は
施
設
も
あ
り
、
栗
悛
中

学
で
は
年
間
五
十
万
の
予
算
で
図
書
の
購

入
を
し
て
い
る
が
、
昼
休
み
は
昼
食
指
導
、

放
課
後
は
ク
ラ
プ
活
動
と
、
鍵
を
開
け
て

開
館
で
き
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
専
任

の
人
で
な
い
と
図
書
館
は
機
能
し
な
い
。

〖
京
都
府
立
高
等
学
校
図
書
館
協
議
会
／

中

里

隆

憲

氏

府
立
学
校
で
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
で
の
資
料

の
整
理
や
管
理
は
、
さ
れ
て
い
な
い
の
で

コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に

よ
る
学
校
間
の
相
互
利
用
も
な
い
。

平
成
三
年
度
の
相
互
貸
借
の
実
態
調
査

で
は
、
「
相
互
貸
借
を
行
っ
た
」
が
一―-
+

八
校
、
こ
の
内
「
借
り
た
」
が
三
十
二
校、

「
貸
し
た
」
が
十
八
校
。
貸
借
は
四
十
七

件
で
、
府
立
学
校
間
は
十
七
件
、
公
共
図

書
館
等
か
ら
の
貸
出
は
三
十

一
件
で
あ
る
。

生
涯
学
習
の
進
行
、
開
か
れ
た
学
校
づ

く
り
の
中
で
の
図
書
館
開
放
を
今
年
度
試

験
的
に
四
校
が
実
施
さ
れ
た
。
学
校
教
育

に
支
障
の
な
い
範
囲
で
府
民
の
利
用
に
供

す
る
と
し
て
、
土
・
日
に
実
施
し
て
い
る
。

（
京
都
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
点
字
図
書
館

／

江

尻

裕

樹

氏

私
ど
も
の
図
書
館
は
、
厚
生
省
の
管
轄

で
あ
る
が
、
京
蔀
府
図
書
館
等
連
絡
協
議

会
の
中
の
一
員
と
し
て
や
っ
て
い
る
。

今
年
の
八
月
を
締
め
切
り
と
し
て
、

京

都
府
の
図
書
館
に
お
け
る
障
害
者
サ
ー
ピ

ス
の
実
態
調
査
の
ア
ソ
ケ
ー
ト
を
実
施
し

た
中
間
報
告
で
あ
る
。
調
査
対
象
館
は
四

十
三
館
、
回
答
館
は
四
十
館
。
利
用
者
登

録
は
0
•

四
四
％
と
非
常
に
低
い
。
宅
配

サ
ー
ビ
ス
、
対
面
朗
読
、
病
院
等
へ
の
貸

出
、
郵
送
貸
出
等
凡
て
に
お
い
て
低
調
で

あ
る
。
盲
人
用
の
郵
便
発
受
指
定
の
手
続

き
を
す
れ
ば
無
料
で
あ
る
。
ま
た
、
身
体

障
害
者
用
書
籍
小
包
は
、
図
書
館
法
で
定

め
ら
れ
た
図
書
館
は
申
請
で
き
、
半
額
で

発
受
で
き
る
。

相
互
貸
借
は
、
実
施
さ
れ
て
い
な
い
に

等
し
い
数
字
で
あ
り
、
ー
担
当
隊
員
の
配
置

も
淋
し
い
か
ぎ
り
で
あ
る
。
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[［［[［三言
だ
い
て
い
る
子
ど
も
文
庫
の
方
々
の
ご
協

カ
で
、
「
お
は
な
し
会
」
な
ど
も
行
い
、

「
み
ん
な
に
親
し
ま
れ
る
図
書
館
」
を
利

用
者
と
と
も
に
つ
く
っ
て
い
く
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
「
役
立
つ
図
書
館
」
と
受
け

と
め
ら
れ
る
よ
う
、
新
着
図
書
の
紹
介
や

古
い
地
域
資
料
の
収
集
・
保
存
な
ど
に
も

力
を
入
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

数
年
後
、

ニ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
北
の
「
ダ

イ
ゴ
セ
ソ
タ
ー
」
内
に
図
書
館
が
で
き
て

も
存
在
意
義
が
あ
る
よ
う
、
み
ん
な
で
話

．し
あ
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
お
も
ち
の
皆
さ
ん

の
ご
指
導
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
写
真
は
館
員
が
手
づ
く
り
の

人
形
劇
「
グ
リ
と
グ
ラ
」
）

二
月
十
七
日
木
曜
日
の
午
後
か
ら
、
枚

方
市
立
楠
薬
図
書
館
を
十
二
名
の
参
加
者

と
共
に
訪
問
す
る
機
会
を
得
た
。

総
じ
て
言
え
ば
、
楠
薬
図
書
館
は
障
害

者
サ
ー
ビ
ス
の
量
に
お
い
て
先
進
図
書
館

で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
の
質

に
お
い
て
も
本
格
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

以
下
、
感
じ
た
と
こ
ろ
を
ま
と
め
て
み

こ。t
 ①

総
勢
九
名
の
ス
タ
ッ
フ
全
て
が
、
お

し
な
べ
て
障
害
者
サ
ー
ピ
ス
に
携
わ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
務
分
掌
が
決
ま
っ
て
い
る

と
の
こ
と
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
体
制
を
組

め
る
こ
と
は
、
い
ろ
い
ろ
な
点
で
素
睛
ら

し
い
。②

点
字
資
料
に
つ
い
て
は
、
枚
方
・
楠

菓
・
津
田
の
三
館
が
担
当
し
て
お
り
、
自

館
制
作
と
収
集
を
分
担
し
て
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
そ
の
収
集
に
つ
い
て
も
、
「
49」

は
枚
方
、
文
学
は
楠
菓
、
そ
れ
以
外
は
津

田
と
い
う
よ
う
に
さ
れ
て
お
ら
れ
る
が
、

有
機
的
で
効
率
の
良
い
手
法
だ
と
思
っ
た
。

ま
た
、
選
書
に
は
三
人
で
年
に
数
回
あ

た
っ
て
お
り
、
点
字
雑
誌
の
郵
送
も
希
望

者
に
は
実
施
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

③
録
音
資
料
に
つ
い
て
も
、
コ
ピ
ー
購

宇
治
市
東
宇
治
図
書
館

築

紫

巧

障
害
者
サ
ー
ピ
ス
実
践
館
の

見
学
研
修
会
に
参
加
し
て

入
の
他
、
楠
菓
図
書
館
で
自
館
制
作
し
て

い
る
分
も
あ
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

ま
た
、
貸
出
に
つ
い
て
は
、
元
テ
ー
。
フ

を
マ
ス
タ
ー
テ
ー
プ
と
し
て
保
存
し
、
コ

ピ
ー
を
貸
出
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、

相
互
貸
借
の
数
値
も
高
く
、
個
人
貸
出
の

他
に
、
枚
方
市
以
外
の
図
書
へ
の
貸
出
な

ど
、
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
伺
い

知
れ
る
。

④
対
面
朗
読
の
実
施
に
つ
て
、
楠
薬
館

で
は
、
奉
仕
で
は
な
く
業
務
と
い
う
位
置

付
け
か
ら
、
一
回
二
時
間
に
対
し
、

二
千

円
を
朗
読
協
力
者
に
支
給
し
て
い
る
と
の

こ
と
。無

料
奉
仕
と
い
う
菩
意
に
依
存
す
る
考

え
方
の
他
に
、
財
政
措
置
を
講
じ
る
と
い

う
方
策
も
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
新
鮮
に

映
っ
た
。

ま
た
、
各
図
書
館
に
寄
せ
ら
れ
る
対
面

朗
読
の
要
望
を
楠
葉
に
集
中
さ
せ
、
そ
こ

で
一
元
的
に
把
握
・
調
整
し
て
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
や
資
料
・
謝
金
•
利
用
者
へ
の
連
絡
な

ど
、
決
定
事
項
を
各
館
に
振
り
わ
け
て
い

る
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
目
的
や
性
格
に

よ
っ
て
、
分
散
部
門
と
集
中
部
門
を
明
確

に
使
い
分
け
て
お
ら
れ
る
点
、
組
織
と
し

て
の
成
熟
さ
を
感
じ
た
。

憎
宅
障
害
者
に
対
す
る
自
宅
配
本
サ
ー

ピ
ス
の
実
施
や
、
プ
ラ
イ
ペ
ー
ト
サ
ー
ピ

ス
と
い
っ
て
、
歌
詞
カ
ー
ド
や
家
電
製
品

の
取
扱
い
説
明
書
な
ど
を
点
訳
・
録
音
す

る
制
度
。



(4) 

点
字
ワ
ー
プ
ロ
や
広
範
囲
に
書
誌
・
所

蔵
検
索
可
能
な

N
L
B
シ
ス
テ
ム
な
ど
、

き
め
細
か
で
心
強
い
も
の
ば
か
り
だ
が
、

何
よ
り
も
各
館
の
横
断
組
織
で
あ
る
障
害

者
サ
ー
ピ
ス
委
員
会
の
存
在
や
、
全
館
で

協
力
し
て
進
め
て
い
く
障
害
者
サ
ー
ビ
ス

基
本
計
画
の
存
在
は
、
将
来
に
向
か
っ
て

の
可
能
性
を
確
実
に
感
じ
さ
せ
る
も
の
だ
。

最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
先
進
的
な
施
策

の
数
々
と
そ
の
成
果
が
、
図
書
館
界
の
障

害
者
サ
ー
ビ
ス
の
成
熟
に
つ
な
が
っ
て
い

る
こ
と
に
確
信
を
深
め
た
が
、
そ
の
よ
う

な
有
意
義
な
半
日
を
持
て
た
こ
と
に
感
謝

し
た
い
。

〔
研
修
研
究
委
員
会
〕

図
書
館
に
お
け
る
レ
フ
ァ
レ
ソ
ス
サ
ー

ピ
ス

研
修
会
三
月
二
十
五
日
開
催

平
成
四
年
度
の
京
都
府
全
館
の
レ
フ
ァ

レ
ソ
ス
は
三
五
、
三
三
五
件
。
そ
の
中
、

69
％
が
府
立
・
府
立
総
合
資
料
館
・
京
都

市
中
央
・
京
都
市
伏
見
中
央
の
件
数
。

多
く
の
図
書
館
で
は
、
貸
出
の
増
加
と

い
う
状
況
の
下
、
レ
フ
ァ
レ
ソ
ス
サ
ー
ビ

ス
に
問
題
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
住
民
の
ニ
ー

ズ
は
。

児
童
奉
仕
研
究
グ
ル
ー
プ
で
は
、
児
童

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
「
質
」
が
問
わ
れ

て
い
る
今
、
原
点
に
た
ち
か
え
っ
て
の
研

修
に
と
り
く
む
。

研
修
会
の
期
日

―
―
―
月
二
十
五
日
午
後

講
師
阪
田
蓉
子
（
梅
花
女
子
大
助
教
授
）

（
予
約
サ
ー
ピ
ス
の
現
状
）

平
成
四
年
度
の
府
内
図
書
館
の
予
約
は

九
八
、
四
七
六
件
、
（
前
年
の

22
％
増
）

◎
予
約
貸
出
率
「
（
予
約
数
・
一
・
貸
出
冊
数
）

x
1
0
0」
の
高
い
図
書
館

府
内
最
高
田
辺
町
立
北
部
四
％

（
前
年
ニ
・
六
％
）
、
つ
い
で
田
辺
町

立
中
央

ニ
・
六
％
、
八
幡
市
民

ニ
・

五
％
、
加
茂
町
立

ニ
・
ニ
％
、
「
府

平
均

一
・

三
％
、
全
国

一
•
四
％

（
三
年
度
）
」

◎
予
約
件
数
の
多
い
図
書
館

京
都
市
中
央

―一

、

一
四
七
、
宇
治

市
中
央

一
0
、
五

―
-
、
八
幡
市
男

山

九

、

九

――

「
予
約
」
は
、
図
書
館
の
選
書
能
力
、

ひ
い
て
は
図
書
館
を
よ
り
活
性
化
す
る
カ

を
も
っ
て
い
る
。

図
書
館
の
規
模
、
利
用
人
口
な
ど
と
の

関
わ
り
で
単
純
に
比
較
で
き
な
い
が
、

「
予
約
貸
出
率
」
な
ど
で
、
各
図
書
館
の

活
動
の
一
端
を
教
え
ら
れ
る
。

奉
仕
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
（
貸
出
、

選
書
、
学
校
と
の
連
携
）
に
つ
い
て
、
京

都
府
下
の
地
域
文
庫
の
人
々
と
研
究
協
議

を
三
月
二
十
八
日
午
後
、
京
都
市
青
少
年

活
動
セ
ソ
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

〔
相
互
協
力
委
員
会
〕

改
訂
作
業
を
進
め
て
い
ま
し
た
「
京
都

府
公
共
図

書
館
等
所
蔵
、
雑
誌
•
新
聞
総

合
目
録
」
の
最
終
校
正
が
終
わ
り
、

二
月

末
に
は
刊
行
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

図
書
館
等
所
蔵
分
で
、
現
在
の
目
録
よ

り
約
五
百
タ
イ
ト
ル
増
加
し
、
ま
た
、
資

料
館
所
蔵
分
の
増
加
目
録
も
追
加
し
ま
し

こ。t
 近

く
配
布
す
る
予
定
で
す
の
で
、
御
活

用
く
だ
さ
い
。

府
立
か
ら
の
協
力
貸
出
は
、
こ
の
一
月

に一

0
、

0
0
0冊
を
超
え
ま
し
た
。

府
内
市
町
村
図
書
館
等
所
蔵
の
資
料
を

も
っ
と
相
互
に
活
用
で
き
る
よ
う
、

F
A

X
を
使
っ
て
の
「

W
A
N
T
E
D
」
に
つ

い
て
、
二
月
四
日
の
相
互
協
力
委
員
会
で

検
討
し
ま
し
た
。

三
月
十
日
の
相
互
協
力
担
当
者
会
議
や

理
事
会
で
検
討
い
た
だ
き
、
平
成
六
年
度

か
ら
実
施
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
相
互
協
力
担
当
者
会
議
で
は
、

舞
鶴
市
立
西
図
書
館
、
田
辺
町
立
中
央
図

書
館
か
ら
の
事
例
報
告
を
受
け
て
、
交
流

協
議
を
行
う
と
と
も
に
、
京
都
市
中
央
図

書
館
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〔
広
報
委
員
会
〕

今
号
の
エ
ッ
セ
イ
に
は
、
舞
鶴
市
立
西

図
書
館
の
谷
慎

一
郎
氏
か
ら
、
原
稿
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

先
号
で
は
、
長
岡
京
市
立
図
書
館
の
安

岡
義
隆
氏
の
お
手
を
わ
ず
ら
わ
し
、
南
と

北
の
新
館
長
さ
ん
に
登
場
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
後
益
々
の
ご
健
闘
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
今
号
で
は
、

「
第
二
回
京
都
図
書
館
大
会
」
に
お
け

る
各
氏
の
提
案
を
特
集
と
し
て
、
お
届
け

い
た
し
ま
し
た
。

府
下
一
円
よ
り
、
ホ
ッ
ト
な
ニ
ュ
ー
ス

を
ご
提
供
い
た
だ
き
、
何
と
か
二
年
間
の

責
務
を
果
た
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
一
重
に
皆
様
方
の
温
か
い
ご
助

カ
の
お
か
げ
と
、
広
報
委
員
一
同
深
く
感

謝
申
し
あ
げ
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

尚
、
次
年
度
の
新
委
員
さ
ん
に
よ
っ
て

こ
の
会
報
が
益
々
充
実
発
展
し
て
い
く
こ

と
を
祈
念
い
た
す
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。


